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【手続補正書】
【提出日】令和1年8月9日(2019.8.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　リコピンを有効成分として含有する、制御性Ｔ細胞誘導剤。
【請求項２】
　炎症疾患を発症していない対象に対して投与する、請求項１に記載の制御性Ｔ細胞誘導
剤。
【請求項３】
　前記対象がヒトである請求項２に記載の制御性Ｔ細胞誘導剤。
【請求項４】
　前記制御性Ｔ細胞がＦｏｘｐ３陽性である請求項１～３のいずれか一項に記載の制御性
Ｔ細胞誘導剤。
【請求項５】
　アレルゲン免疫療法用アジュバントとして使用するための、請求項１～４のいずれか一
項に記載の制御性Ｔ細胞誘導剤。
【請求項６】
　前記アレルゲン免疫療法が食物アレルギーに対するアレルゲン免疫療法である、請求項
５に記載の制御性Ｔ細胞誘導剤。
【請求項７】
　請求項１～４のいずれか一項に記載の制御性Ｔ細胞誘導剤を有効成分として含有する、
炎症疾患の治療剤及び／又は予防剤。
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【請求項８】
　前記炎症疾患がアレルギー疾患である、請求項７に記載の治療剤及び／又は予防剤。
【請求項９】
　前記アレルギー疾患が食物アレルギーである、請求項８に記載の治療剤及び／又は予防
剤。
【請求項１０】
　前記炎症疾患が大腸炎である、請求項７に記載の治療剤及び／又は予防剤。
【請求項１１】
　リコピンを有効成分として含有する、アレルゲン免疫療法用アジュバント。
【請求項１２】
　前記アレルゲン免疫療法が食物アレルギーに対するアレルゲン免疫療法である、請求項
１１に記載のアジュバント。
【請求項１３】
　請求項１１又は１２に記載のアジュバント及び、アレルゲンを有効成分として含有する
、アレルゲン免疫療法によるアレルギー疾患の治療剤。
【請求項１４】
　前記アレルギー疾患が食物アレルギーである、請求項１３記載の治療剤。
【請求項１５】
　リコピンを有効成分として含有する、制御性Ｔ細胞誘導用食品組成物。
【請求項１６】
　炎症疾患を発症していない対象に摂取させる、請求項１５に記載の食品組成物。
【請求項１７】
　前記対象がヒトである請求項１６に記載の食品組成物。
【請求項１８】
　前記制御性Ｔ細胞がＦｏｘｐ３陽性である請求項１５～１７のいずれか一項に記載の食
品組成物。
【請求項１９】
　請求項１５～１８のいずれか一項に記載の食品組成物を含有する、炎症疾患の治療及び
／又は予防用食品組成物。
【請求項２０】
　前記炎症疾患がアレルギー疾患である、請求項１９に記載の治療及び／又は予防用食品
組成物。
【請求項２１】
　前記アレルギー疾患が食物アレルギーである、請求項２０に記載の治療及び／又は予防
用食品組成物。
【請求項２２】
　前記炎症疾患が大腸炎である、請求項１９に記載の治療及び／又は予防用食品組成物。
【請求項２３】
　リコピンを有効成分として含有する、アレルギー疾患改善のためのアジュバント用食品
組成物。
【請求項２４】
　前記アレルギー疾患改善が、アレルゲン免疫療法である、請求項２３に記載のアジュバ
ント用食品組成物。
【請求項２５】
　前記アレルゲン免疫療法が、食物アレルギーに対するアレルゲン免疫療法である、請求
項２４に記載の食品組成物。
【請求項２６】
　請求項１１又は１２に記載のアジュバント及び、アレルゲンを含有する、アレルギー疾
患改善用食品組成物。
【請求項２７】
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　請求項２３～２５のいずれか一項に記載のアジュバント用食品組成物及び、アレルゲン
を含有する、アレルギー疾患改善用食品組成物。
【請求項２８】
　前記アレルギー疾患改善が、アレルゲン免疫療法によるものである、請求項２６又は２
７に記載の食品組成物。
【請求項２９】
　前記食品組成物が、健康食品、機能性表示食品、特別用途食品、病者用食品、栄養補助
品、サプリメント又は特定保健用食品である、請求項１５～２８のいずれか一項に記載の
食品組成物。
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